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研究目的

安全かつ経済的なCO2地中貯留技術を確立

・大規模CO2圧入貯留に係る安全管理技術

・大規模貯留層への有効圧入・利用技術

・日本のCCS技術の海外展開

・CSSの普及に向けた環境整備
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Class VI Approved
1st Permit in North Dakota, Oct. 2021

観測井

米国North Dakotaサイトにおける
光ファイバーマルチセンシング技術現場実証試験

圧入井

圧入: June 2022～継続中
180k ton-CO2 /year
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光ファイバーによるCO2貯留モニタリング
（低コスト・パーマネント）

圧入井観測井CO2回収

光ファイバー

CO2パイプライン

RTE10.2 RTE10

WW2 WW1

SOV
4

SOV
1

SOV
2

SOV
3

CO2プルームの広がり把握（DAS/VSP）、SOV-
DAS/VSP（常設）、Vibroseis-DAS/VSP（1回／年）DAS （音響計測）

坑井健全性、貯留層/遮蔽層安定性監視、CO2
挙動監視

DSS （ひずみ計測）

坑井およびパイプラインのCO2漏洩（健全性）監
視（DTS+DSS）DTS （温度計測）

CO2圧入規模：
約 430 ton／day

現在までのCO2

圧入量（累計）：
約 67万トン
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光ファイバー音響計測（DAS/VSP）による
地中CO2分布状況の把握
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圧入初期坑井近傍のCO2分布状況

8



圧入井から遠方へ広がるCO2分布（経時変化）
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CO2分布状況探査手法・頻度の最適化

コスト削減
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事業構成の最適化に向けて
排出源DBの概要（公開済み）

11



＜排出源DBの提供実績＞現在、約80社・団体に提供（組合13機関とは別に）
電力・ガスのほか、鉄鋼、セメント、化学、商社。研究機関、シンクタンクなど多様

＜提供先コメント＞
１）多くいただくコメント
・視覚化され、さらに地図上で情報をスクリーニングできるので
クラスタリング検討に有益
・貯留層、港湾、既存パイプライン等も表示されるので
バリューチェーン検討にも効果的＋データのアップデート頻度も、
よく質問・要望されます。
→現在は2019年度版ですが、2023年版から直接排出量も開
示されるので、それ以降は毎年更新予定

２）機能付加要望
・排出源の時系列変化表示→ 2025～2050の排出源の時系列
変化も表示できるように、各社のCN化計画とエネルギー基本
計画との整合性などの分析に有益
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どの部分が、コスト削減できるか、
どう削減する（組合せ・最適化）か

最適な事業構成

技術的

経済性

経営的
意思決定

CCS事業コスト試算ツール
（Web公開準備中）
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https://www.co2choryu-kumiai.or.jp/practicalguidance/
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